
参加理事の感想

豚一頭、どの部位も食べて欲しい、とのことで

した。私たちは生き物の命をいただくのですか

ら、感謝し、無駄にしないよう、いろんな部位

を使った料理のレパートリーを広げ、食卓を豊

かにしていきましょう！！

生産者より　　　　　　

コープしがのみなさんへ
自信を持って、おいしい豚を

作っているので、ぜひ、ご利用

下 さ い！　　　　　　　　　

5

豚枝肉の説明を受けるようす

平田牧場

視察日：2010 年 6月 25 日～ 26日　

所在地：山形県酒田市　　　　　　　

組合員数：964 名　　　　　　　　　

平牧三元こめ育ち豚
平牧金華豚

コープしがの
取り扱い品目

産地紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　見学できたのは、枝肉冷凍庫と作業終了後の解体工場のみ。豚の肥育は各農家に委託。　　　　　　　　　　　　　　

　こだわりの配合餌（飼料米・Non-Gmoでポストハーベストフリーのとうもろこし・Non-Gmo大豆粕など）で安全・

安心でおいしく品質のよい健康な豚を通常より 200 日多く肥育。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　飼料米を食べた肉の脂身は、オレイン酸が多く甘味とうまみがある。豚の糞尿から作った堆肥を田畑で利用する「環

境循環型」の畜産を進めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　また、地域の業者、消費者と一緒に、日本の食料自給率、農業問題、環境・食育を考えよう！！とリーダーシップをとっ

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

豚枝肉の説明を受けるようす

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

☆平牧金華豚
もともと金華豚は中国浙江省金華地区が原産の豚で、最高級中華食材『金
華火腿（ハム）』の原料として知られています。平田牧場では 1988 年に
中国より導入し、他の中国産原種豚とともに品種改良試験を続けてきま
した。原種『金華豚』の優れた持ち味を活かしながら、平田牧場が長年培っ
た三元交配技術を活用して、肉質の安定性と効率性を高め、求めやすい
価格の豚肉を目指して誕生したのが、金華豚交配種『平牧金華豚』です。




